
全
く
持
っ
て
お
か
し
な
動
き
を

し
て
い
ま
す
。
東
京
地
検
は
不
自

然
を
地
で
行
っ
て
い
る
。
秘
書
の

政
治
資
金
規
正
法
違
反
が
逮
捕
容

疑
だ
そ
う
で
す
。
し
か
も
秘
書
は

酩
酊
中
川
大
臣
の
選
挙
区
で
立
候

補
す
る
予
定
の
人
で
し
た
。

権
力
者
の
暴
走
で
、
日
本
の
未

来
に
深
く
影
響
し
た
悲
惨
な
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
昔
軍
部
、
今
官
僚
」

で
す
。

検
察
フ
ァ
ッ
シ
ョ
と
は
、
特
定

の
政
治
目
的
の
た
め
に
検
察
権
を

乱
用
、
マ
ス
コ
ミ
に
働
き
か
け
て

検
察
の
目
的
を
を
有
効
に
持
っ
て

行
く
行
為
を
い
う
。
（
高
辻
法
務

大
臣
・
国
会
答
弁
）
議
会
制
民
主

主
義
の
崩
壊
を
意
味
す
る
も
の
と

も
言
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
さ
に
敗
戦
日
本
の
本
当
の
危

機
、
泥
船
の
様
相
で
す
。

東
京
地
検
特
捜
が
今
暴
走
し
て

い
る
。
大
本
営
（
マ
ス
ゴ
ミ
）
の

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
に
た
と
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

人
々
を
導
く
関
心
は
、
人
の
立

ち
位
置
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
認

識
は
当
然
に
違
っ
て
く
る
。

世
界
か
ら
日
本
が
ど
う
見
ら

れ
る
か
。
益
々
相
手
に
さ
れ
な
く

な
る
の
は
間
違
い
な
い
。

検
察
は
組
織
で
仕
組
ん
で
い
る

も
の
で
、
小
沢
氏
は
絶
対
に
勝
て

な
い
。
検
察
の
シ
ナ
リ
オ
は
す
で

に
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
見
る
べ

き
だ
と
の
分
析
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
起
死
回
生
の
手
は
十
分

に
残
さ
れ
、
小
沢
氏
本
人
の
「
器
」

が
明
日
24
日
、
分
か
り
ま
す
。

米
の
走
狗
マ
ス
ゴ
ミ
が
ど
う
反

応
し
、
す
る
か
が
日
本
の
未
来
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

情
報
を
リ
ー
ク
し
な
が
ら
マ
ス

ゴ
ミ
の
様
子
を
見
る
。
そ
し
て
活

用
す
る
の
が
一
般
的
な
検
察
の
手

法
。私

の
40
年
の
現
場
経
験
で
も
調

査
は
足
で
す
。
検
察
に
は
足
が
な

い
証
明
な
の
で
す
。
そ
も
そ
も
大

し
た
頭
で
な
い
自
覚
と
、
謙
虚
さ

が
な
い
。
調
査
は
頭
で
な
く
体
と

足
で
す
る
の
で
す
。

裁
判
委
員
制
度
の
実
施
と
人
事

の
検
察
、
ど
う
見
て
も
重
要
度
は

素
人
に
も
明
か
で
す
。

検
察
は
正
義
の
権
化
？
で
あ
れ

ば
、
今
何
故
小
泉
や
竹
中
や
森
を

東
京
地
検
は
な
ぜ
告
訴
、
「
ハ
メ
」

な
い
の
か
。

民
主
党
も
、
小
沢
一
人
を
マ
ス

ゴ
ミ
（
米
の
走
狗
）
か
ら
守
れ
な

い
で
、
国
民
を
絶
対
に
守
れ
る
は

ず
が
な
い
。

よ
く
見
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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森
に
並
ぶ
歴
史
に
名
を
刻
む

無
能
な
総
理
を
冠
し
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
生
き
る

た
め
相
当
の
覚
悟
が
必
要
で
す
。

北
陸
三
県
は
全
国
の
１
％
経

済
圏
で
す
。
言
わ

ば
日
本
の
枝
葉
末

節
の
部
分
で
生
活

し
て
い
ま
す
。

す
で
に
成
長
モ
デ
ル
は
世
界

の
何
処
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
世

界
、
日
本
、
地
域
、
自
分
を
ど

う
す
る
か
、
個
人
も
会
社
も
真

剣
に
考
え
抜
く
視
点
が
、
立
ち

位
置
を
決
め
る
の
が
大
事
で
す
。

平
等
に
有
る
の
は
時
間
だ
け
。

現
状
に
た
い
し
有
効
な
方
策

は
率
直
に
い
っ
て
無
い
。

内
部
（
自
分
含
め
）
を
固
め
、

時
間
を
無
駄
に
し
な
い
。
常
識

の
世
界
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
日
本
人
が
忘
れ

か
け
た
「
情
緒
」
や
「
自
然
」

か
ら
学
ぶ
姿
勢
だ
と
思
う
。

怒
ら
れ
る
覚
悟
で
、
最
近
思

う
の
で
す
が
日
本
人
の
顔
が
変

わ
っ
た
。
得
に
女
性
の
顔
で
す
。

獸
で
す
。
こ
れ
は
素
直
に
進
化

と
認
め
る
べ
き
な
の
か
。

そ
れ
に
比
べ
、
す
べ
て

の
「
男
」
は
女
性
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
す
か
ら
。

男
性
は
女
性
化
を
経
て
、
獸

に
復
活
す
る
過
程
と
、
こ
こ
で

は
「
男
」
の
言
い
訳
を
し
て
お

ま
し
ょ
う
か
。

こ
の
週
末
か
ら
高
速
道
路
の
土
日

祭
日
の
値
下
げ
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
政
策
（
Ｉ
Ｔ

Ｓ
事
業
）
は
、
自
民
党
と
国
交
省
と
経

団
連
と
い
う
絵
に
描
い
た
よ
う
な
「
政

官
財
の
癒
着

シ
ス
テ
ム
」
が
推
進
し

て
来
た
私
利
私
欲
事
業
で
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
が

売
れ
て
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
の
は
、
国

交
省
か
ら
の
天
下
り
が
ひ
し
め
い
て
る

財
団
法
人
「
道
路
シ
ス
テ
ム
高
度
化
推

進
機
構
」
で
、
こ
こ
の
理
事
長
は
「
張

富
士
夫
」
、
そ
う
、
ト
ヨ
タ
の
会
長
だ
。

そ
し
て
、
こ
こ
へ
情
報
を
提
供
し
て
る

財
団
法
人
「
高
速
道
路
調
査
会
」
も
、

国
交
省
か
ら
の
天
下
り
の
受
け
皿
と
し

て
オ
ナ
ジ
ミ
、
こ
の
理
事
長
は
、
キ
ャ

ノ
ン
・
経
団
連
「
御
手
洗
冨
士
夫
」
だ
。


